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浜　崎　弥　市

1．　はじめに

　ポリエステル系の申ポリエチレン・テレフタレート繊維の最初の発見は，ア

メリカの化学者Carothersで，ナイロン発見より以前のことである。

　彼はポリエステルを研究して結晶性高分子が，繊維構造の基礎的要素である

ことを1931年に発表している。しかし得たポリエステルは融点が低く，アルカ

リにも弱く，加水分解を受け易いため繊維の製造に到らず，この研究を打ち切

りポリアミドの研究に着手した。その結果1938年にナイロンを発見したわけで

ある。ところ，1939年～1941年に英国のCalico　Printers　Co．　Ltd，のT．　R．

WhinfieldとJ．　T．　Dicksonはポリエステルの分子対称性と結晶性との問連

について研究を始め，テレフタール酸がベンゾール核の存在によって鎖状分子

の硬さ，鎖状分子聞の対称性，結晶性などに重要な働きをして，化学的安定性

を増すことに着目した。そこでテレフタール酸とエチレングリコールとのポリ

エステルであるポリエチレン・テレフタレートは，優れた繊維形成能を持つも

のと予想の下に1941年はじめて重合体を造り，これを熔融紡糸し，延伸して

繊維を得たのである。1943年には，英国の大化学工業会社である　Imperial

Chemical　Industries　Ltd，が研究に着手し，1947年にアメリカを除く全世界の

製造販売権を収得した。また，米国のDn－Pont社は1944年にこの研究に着手

して，工業的に生産が開始されたのは1953年である。この年にはフランス．イ

タリー．ドイツおよびオランダにおいて，ポリエステル繊維の製造に関する特
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許権使用の譲渡が行なわれたのである。1956年に日英通商協定に基づく外貨割

当によって，‘テリレン’は日本にも輸入され，繊維業界に広く行亘ると共に，

その優れた特性が衣料用，家庭用および工業用の各分野において著しい成果を

挙げ，異常な関心を惹いた。1958年には，日本も東洋レーヨンKKと帝国人造

絹糸K：Kで‘テトロン’という名称で生産されている。

2．　ポリエステル繊維の製造

　この繊維で工業的に生産しているのは，ポリエチレンテレフタレートである。

工業的にはテレフタール酸のメチルエステルであるジメチルテレフタレートと

エチレングリコールの縮合重合により製造される。

　エチレングリコールは天然ガスから容易に得られる。一方ジメチルテレフタ

レーートはテレフタール酸から造るが，これは石油のクラッキングによる分溜物

から得るパラキシレンを酸化して造られる。

　いずれにせよ原料的｝こは，この繊維の発展は石油化学工業の進展と密接な関

連がある。

　ポリエチレンテレフタレートを熔融し，リボン状に押し出し，冷却固化した

上，チップに裁断され紡糸用になる。紡糸工程において，このポリマーは

300。Cに熔融して，口金の細い孔から押し出されて繊維状になる。紡出された

フィラメントの太さはスピンニングヘッドの直経とは無関係で，紡出液の粘

度，孔の数および巻取り速度に支配される。繊維の表面がセットした後で，個

々のフィラメントは一緒にまとめて湿度室に入れ，一定の温度を帯びるまで保

ち帯電防止剤で仕上げる。

　次の延伸処理によってフィラメントは本来の長さの約4～6倍まで牽引伸張

すると分子配列は最高となる。繊維分子を繊維軸に平行に向けるのを容易にす

るために緊張は，熱い媒体中で行なわれるが，正確にこの作業を行なうために

は，恒温恒湿室で操作する必要がある。
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　　Clo　Hs　　酸化　　C“．（CO2）0　　　　　コークス十水蒸気　　　　　CHPH

　　ナフタリン　　無水7・一・酸　　舗嘉。ス　　メタ・一ル

　　　　　　　　　　転　位
　　　　圧硝
HC〔CJ｛‘）CH，　　　化日00C（C“．）COOHエステル化H霞OO〔C“．｝COOCH，

バラキyvン　　テレフタ『順　糟溜　｛テ・フr。・eジ’チ・・（DMT｝

石油分解

ガ　　ス

27

HP　sC　H，

エチレン

回収

HC－O－CH，

エチレンtキサイド

レイラ・ント糸i　　　↑

テリレン

↓

ステープル．

水
解

加
分 HO　（CH，）　PH

エチレングリコール

重合（触媒｝

後処理

延伸

耀融
　紡糸 ポリエチレンテレ

フタレート（チ・■ブ）

　　　　　　　　　nH・・…〈＝〉・…CH・＋・H・・（C・・…H一ρ

　　　　　　　　　　　　　Hn一　O　（一〇C－O　一cO・　o　〈CH，10一）　n＋　C2n　一・　1＞　CHPH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Terylene

　ポリエステル繊維はフィラメントとして或はステープルファイバーとして生

産され．る。後者は勿論繊維の長さ，デニールおよび種々の性質は変えることが

できる。

　3．性状及び用途

　次表はポリエステル繊維の性質を他の合成および天然繊維と比較してみた。

性　　　状 レリ・ン ドラ・司ナ和ン ビスコース

戟[ヨン

木
　
　
綿
i 羊毛

比　重　1 1．38
　　　11．12

1．14 1．52 1．55 L32
　　　　　　　　1ｭ力（乾）9／デニール1 5～7 2．5～5．2 5～7 2 3～4 1．4

乾／湿強力（％） 100 85～95 85～91 45～55 110～130 76～97
伸　長　度（％）　i

10～25 15～17 15～25 20 6～10 38

吸湿度（65％R・F） 0．4 1 4．2 11 8．5 16

対摩擦恒数（湿） 1870 139 3890 28 100 120

一　log，　一
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上記性状の他に，この繊維よりなる織物はアイロン或はプリーツ加工機による

折目はパーマネントセットであるから，再度洗濯ののちも，その効果を保つも

のである6

　ポリエステル繊維の熱挙動については，熔融点は，259～263。C　であるから

耐熱性で燃えにくい。収縮範囲は235～240。Cにあるといえる。化学的性質は

繊維自．体の構造に関係する。一般に有機酸に対しては抵抗性は大きい。塩酸，

破酸，硫酸に対する影響は110～20％濃度で8σICの場合に10～30％強度の低

下を見る。

　燐酸わよび嘆息水素酸には非常に強い抵抗を示す。基本分子と結合するXス

チル基から推察すると，これらの基はアルカリで容易に加水分解されると思わ

れるが，しかし，これは必ずしもそうでなく，木綿との複合織物をマ日日ラィ

ジングもでき，建染々料で染色することも問題でない。’次亜塩素酸ソーダ，亜

塩素酸ソーダ，過酸化水素，ハイドロサルファイト，には抵抗力は頗る良好で

ある。カビや虫に犯されない，耐日光性は．ポリアクリル系繊維に次いで良好で

ある。次の物質はテリレンを溶解する。

　メタクレゾール，トリフロロ酢酸，オルソクロルフェノール，トリクロルフ

ェノール7部，フェノール10部の混合液，テトラクロル敵陣ン2部，フェノール

3部の混合液，また次の膨潤剤の溶液に繊維を浸漬すると，膨潤して染料の滲透

を補ける。安息香酸，サリチル酸，フェノール，メタクレゾール2％液，モノ

クールベソール，パラジクロルベンゾール，テトラヒドロナフタリン，安息

香酸メチル0．5％液，オルソまたはパラフェニールフェノール0．3％水分散

液などである。

　世界主要ポリエステル繊維を生産している国名，商標，会社名について示す

と次の通りである。

一・
P07　・一一一
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国　　名

イギリス

アメリカ

カナダ
西ドイツ

　11
フフンス

イタリー

スイ　ス

東ドイツ

オランダ

日　．．本

ソ　連

商標名

Terylene

Dacron

Ferylene

Trevia

Diolen

Tergal

Tertial

Switlen

Lanon
Terlenka

Teteron

Alasan

生産年度

1947

1953

1955

1954

1954

1954

1994

1955

1955

1954

1958

会 社 名

Imperial　Chemical　lndustries　Ltd

Du　Pont

Canadian　lndustries

Farbwerke　Hoechst　一

Vereinigte　Gr4nzstoff　Fabriken

Soc．　Rhadiata　Lyon

Soc　Rhodiatoce，　Cosoria，　ltaly

CzechoeSlovakia

Wilhelm　Pieck

Algemeene－Kunstsijde　Unie．　N．　V．

帝国入絹，東洋レーヨンK・K・

研究段階

ポリエステル繊維（Terylene）を用途別に分類して見ると次のようになる。

＿〆雛髄「萎購1講
　　　　／　　　　　家庭用途…傘地，カーテン，シーツ，ふとん地，洗たく袋，ミシン糸，
　　　　　　　　　　インサイドベルト等

Staple

　工業用途・．・・漁網ロープ，ホ踊ス，演過払，キャンバズ，電気絶．縁材，ヨ

　　　　　　ットセール，テント，ターボリン，タイヤコード，ベルト，
　　　　　　ガット，釣糸，染色袋，ミシン糸，テープ，アイロン台布，
　　　　　　ケミカルシューズ等

一難雛欝欝響1讐
家庭用途…ふとんわた，丹前わた，枕，ぎぶとん等の充填物，シーツ，
　　　　　ふとんカバーt椅子カバー，カーテン等

工業用途…演過布，不織布，フェルト，電気絶縁材，テトロンペーパー
　　　　　ファスナー等

一　10s　．．
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4．　ポリエステル繊維のヒートセット

熱可塑性をもつポリエステル繊維の織物は乾熱法によってパーマネントセッ

トができる。しかし飽和蒸気でセットすると，繊維の加水分解を引き起し強度

が低下するから好ましくない。乾熱でセットすると染料の吸着力は次の図表で

示すようにセットの温度に非常に影響されることを注意しなければならない。

染料吸収量に及ぼすピーtトセット温度の影響

η
　
　
6
0
　
　
κ

染
料
吸
収
量
（
％
）

80

70
20％　Disρersol　Fos奮　Scorlet　B　150

X0min．． cYeing　ot　lOO℃

60

50

40

』　‡
30

120　　　　　140　　　　　160　　　　　180　　　　　260　　　　　220 230 240

一一一一
ｨ・ヒートセット温度（℃）

　130～180。Cのセットの場合は再び増加する。210～230。Cにおいては，染料

の吸収能は非常に増加し，セッチングの僅かの温度の相違が後で行なわれる染

色の際色相の相違を招くことがある。セッチング温度が高ければ高いほど繊維

は明かに硬くなりまたより剛回する。しかし，更に行なわれる染色工程の間に

手触りは一部回復する。現在通常品物は（成るべく幅を拡げた状態で）精練，

乾燥してセッチングが行なわれる。品物に満足なジメンションスタピリテーを

　　　　　　　　　　　　　　　一　105　一
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与えるためにはセツチングは乾熱法により195～210。Cでピンテンターで行な

うのが最も望ましい。柔軟な羊毛のような感触がステープル材料及びフィラ

メント織物に対して要望されるときは，染色に先だって4～8cc／ノ，苛性ソー

ダと1～29〃のレバポンOL　Concのような硫酸化脂肪酸アルコールと30

～60min煮沸することが好ましい。精練，染色後，品物をセットすることも

可能である。しかし，この場合は昇華に堅牢な染料のみを使用することに注意

せねばならぬ。霰の形成を防ぐために広幅で精練，染色など全工程を行なうこ

とが必要である。即ち，一度生じたしわは更に，次のしわを染色中に形成し，

しわの完全な除去は常に後で行なわれるセッチング工程中でも取れないからで

ある。更に，またアフターセッチングで品物は硬化し，すべての場合別の工程で

硬化を直さねばならない。技術的見地からアフターセッチングは出来る限り避

けなければならない。

　染色前後にヒートセットする長所，短所について要約すると，次のことがい

える。

染　色　前　の　セ　ッ　ト 染　色　後　の　セ　ッ　ト

（1｝染色中におこるしわを最小にする。

②　染色完了後の色相変化の危険がな
　　い。

（3｝生地の触感は染色工程で回復され
　　る。

（4｝生地の染料吸収は熱の影響によっ
　　て変り，熱し方が不均一なら旧染
　　がおこる。

㈲工程数は染色後セットするときよ
　　り多い。

（1）染色中末セット生地に生じたしわが
　　除去できない。

C2）セット中染料の揮発により著しい不
　　均一，色相変化の憂が多い。

（3）セット生地の柔かさは得られない。

〔4｝染料の吸収は染色前と変らない。

（5）すべての湿潤処理は中間乾燥なしに
　　行ってよく，残溜キャリヤーは除去
　　される。

5．準　備　工　程

（1）可染物の精練

すべての合成繊維の場合におけると同じく，

　　　　　　　　　　　　　　　一　104　一
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が望ましい。

謡鷺撫1土ダ｝、欝ξ二瓢；潔、暫鰍いで

　高温染色では，可染物の精練は必ず煮沸で行なわなければならない。．．．しかし

強アルカリ性の精練浴で100。C以上の場合は，繊維に或種の分解（加水分解）

がおこることは計質に入れなければならない。

　（2）ポリエステル繊維に対する染料

　ポリエステル繊維の染色は合成繊維中で困難なものの一つである。その構造

上から直接，酸性，塩基性染料などと結合する性質がない。筆者は先に，硫化

染料による染色性について発表した。一般的に利用価値のある染料としては分
弘

散性染料およびアゾイック染料であろう。今回は前者について述べることにす
臣

る。繊維のこの種タイプに対しては種々の染料メーカーが特別系列のものを製

造し或は特殊の新しい分散性染料も出している。良く知られた系列のものは次

のようなものがある。

Acetamine

Amacel

Amacron

Ar七isi1，．　Foron

Celliton，　Celliton　Fast

Cibacet

Dispersol，　Duranol

Eastman　Palyester

Fenacet

Inter　Chemi　Acetate

Latyl

Resolin

Dyestuff

　　1／

　　tt

　　tt

〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃

Du・Pont　U．　S．　A

American　Aniline　Praducts

General　Aniline　U．　S．　A

Sandoz　AG．　Basle

Badlische　Aniilne　Soda－Fabrik．

Ciba　AG，　Basle

Imperial　chemical－lndustries

Eustman　Kodak

General　Dyestuff

Inter　Chemical

Du－Pont　U．　S．　A

Bayer

一　103　一



Setacyl　Direct

Diacelliton

Kayalon

Miketon

Estrol

〃
〃
〃
〃
〃

Geigy

三菱化成

日本化薬

三井染料

住友化学
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　ポリエステル繊維の染色上おこる困難は主として次の性状に帰する。

　a）この繊維は非常に配列がよいために，染料の浸透に対して必要である無

　　　定形の部分が非常に少い。

　b）染料と結合し易い化学基に欠けている。

　c）疎水性であり，含水量は僅かに0．3～0．4％である。

　分散性染料の拡散速度はポリエステルはアセテートに比較して同じ温度で非

常に低い。この理由で特別な染法により，染色時間を経済的に使い得る限度ま

で拡散速度を高める必要がある。

6．　ポリエステル繊維の染色

　ポリエステル繊維は次の2方法により分散性染料を用い染色することができ

る。

　（1）染浴にキャリヤーを加えて高温染色する。

　（2）115～130。Cによる加圧高温染色する。

　染色法　（1）

　キャリヤー三法はポリエステル繊維の出現により，特に注目されてきた染法

であるといえる。キャリヤーの化学組成によって独特の染着性が助長きれる

が，最も適当な性質をもったキャリヤP・一・を求める要求はむずかしい。二，三の

重要な点を示すと，

　a．高性能であること（染色条件下で安定なこと，分散性染料と適合性があ

　　　ること）

　　　　　　　　　　　　　　　一　102　一一
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　b．日光堅牢度に影響を及ぼさないもの。

　c．染色後残溜キャリヤーを容易く洗い落せること。

　d。毒性のないこと。

　e．安価であること。

　等である。多くの場合一つの製品がこれらの条件を凡て完全に充たすことは

殆んど少い。ポリエステル繊維に対するキャリヤt…の探索はDu－pontにより

多数の有機溶剤を使用した研究が見られる。また，Dierkesの論文その他多数

のものが発表されているが，現在劃期的な新しい化合物を見出すことは困難で

ある。

　何故にキャリヤーがポリエステル繊維の染色速度を増すか，このことを知る

目的で行なわれた研究が数多くあるが，その内VickerstaffおよびSckuler

2論文は著名である。1954年にVickerstaff力婁発表した論文の結論によるとキ

ャリヤPtの機構は，

　（1）小さな極性化合物たとえばフェノールのようなものは，ポリエステル繊維

に容易に拡散し，そして水素結合によって吸着される。この物質は親水性であ

るから繊維内で水分子を引きつけ膨潤させ，容易く染料を拡散させるように働

くものである。

　②疎水性のキャリヤーたとえば，ジフェニール，クロルベン・ゼンなどは繊維の

周囲がキャリヤー相でとりまかれ，染料はこの層に溶解して繊維表面の染料濃

度が増すと同時にキャリヤーが分子内に吸収され繊維の分子構造をゆるめる。

主なキャリヤーには次のものがある。

O－Phenyl－Phenol

Aceto　Phenone

　
　
＼
／

　　　
　
ノ
＼

　
　
＼
／

H・の
＼
／
＼

ω

恥毛co》＝／
＼

一血一



Methyl　benzoate

Phenyl　Methyl　Carbino1

1，　2，　4－Trichlobenzene

ポリエステル繊維について　35

〈m一×／一一COO－CH3

　
　
H

　
　
O

3
　
一

H
　
H

C
l
C

＼π
＝
．

　
／
＼

　
　
d

d
　
一

／
＼
／

　一　
／
＼
／

　
　
　
　
d

　市販商品名にはLevegal　ON．　PT（Bayer）

　　　　　　　　Dewicide　A　（General　Dyestuff）

　　　　　　　　Tumescal　D，　OP　（1．　C．　1）

　　　　　　　　Dilatin　DB　（Sandoz）

　　　　　　　　オルトンN（山川薬品工業K：K）

　　　　　　　　などがある。

　次図はDispersol　Dyesを用い，　Tumescal　Dを以て染色速度の増進の様相

を検べた結果である。85。Cにおいても染料の吸収が非常に増加する事実を示

している。しかし，濃色を出すには100。Cが望ましい。

　キャリヤーの一例をレベガールON（フェノール置換物）“PT（Bayer）に採

り染色の処方を示すと。

　染浴は予め40。Cに加温して

瓢1撚勃綿甑・れに＋分胤た染料を加え・・

10～15min操作して後，3～79／yの第二燐酸アンモニアを加えて徐々に昇温

し沸騰点に上げる。約30min操作して後，染浴を硫酸でPH4～5に調整す

る。この煮沸処理によって第二燐酸アンモニアからアンモニアが揮発し去り，

燐酸が遊離して同時にオルソフェニールフエノールの水に良く溶解するソーダ

塩が遊離し，キャリヤ■一・・として有効なフェノールの形に変るのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　＝r　100　一一
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　レベガールPTは褐色の油状液体で直接に染浴へ加えることができる。この

ものは温湯の中へ流し込めば直ちに微細な分散乳剤が得られる。望む色調の濃

度に従って密閉ウインス染色機の場合は浴比40：．1として，2～5g／4のレベ

ガールPTを加え，また密閉ジッガー染色機の際は浴比を5：1～10：1の比

率として，4～8g／1レベガールPTを加える必要がある。予め40。Cに加温

した染浴は硫酸でPH　4．5～5に調整し，0．25～0．59／ノのレバポンCAを分

散剤として加える。最後にレベガールPTの所要量を加える。染料が染浴中に

よく拡散した後，徐々に煮沸まで上昇せしめ，1～1．5hrこの温度を継続して

染色する。染色したものは十分水洗してから新しい浴に1～2g／ノレバポン

　　　　　　　　　　　　　　　一　99　一一
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CAを加えて70。Cで10～15　min洗牒する。染色後はフェノールなどキャリ

ヤーを完全に除去する後処理を行なう。摩擦に対する堅牢度並に色調の鮮明度

をより良くする目的で染色したものは，

撒ろ畿サル。。，，｝を含むアル・・性還元後処断なう・ま

た必要なれば，0．5g／ノの非イオン界面活性剤を加える。

　後処理浴は冷浴から15minに70。Cまで上昇せしめ，この温度でさらに15

min操作する。次に新しい浴に1CC／ノの硫酸（60。Be）を加えて，60～70。C

で暫らく操作して後十分温水と冷水とで洗際する。

　前述した分散性染料の染料分子の大きさは0．5～1ミクロンであり，軟水で

常温の下で擁絆して泥状化する。平更に，軟水を加え撹絆して分散染液をつく

り，これを湧過して染浴に加える。

　㈱　ポリエステル繊維とセルロース繊維との混紡品の染色

　分散性染料でセルロース部分が極く僅かに汚染されるに過ぎないため，直接

染料を使って中性或は弱アルカリ浴で分散性染料と一緒に或はキャリヤーを加

え或は加えずに単寧で染色することができる。

　（a）肌着用の淡色に対しては，アンスラゾール染料で木綿染料法に従い，パ

ッドして中間乾燥を施し，硫酸浴で顕色される。この処方はポリエステルとセ

ルロース間の色調の相違が殆んど見られない場合のみ，淡色およびパステル色

調に適している。

　（b）淡色から三色までの色相に対してはキャリヤーなしの単浴染法による。

ポリエステル部分に対しては分散性染料を，セルロース部分には選択された日

光に堅寧な直接染料で行なう。分散性染料の染色において必要な酸の度合に応

じて染浴にススチランNを加える。これは直接染料が長時間の煮沸による還元

防止の保護剤として役立つものである。

　（c）オーバーコートのような三色から濃色調の場合には（b）に記した分散性染

　　　　　　　　　　　　　　　一98一
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料にキャリヤーを使用して，ポリエステルの部分を予め染色し，短時間の中間

水洗を行って後，インダンスレン染料でセルロースの部分を染色する。この際

第二浴目の還元液は，分散性染料で汚染したセルロース繊維を清浄にすると

同時に，アルカリ還元後処理で色相の完全発色の役目を果す。

　（B）ポリエステル繊維とウールとの混訪品の染色

　この混一品の染色の場合は，まだ大きな問題がある。その訳は，ポリエステ

ル繊維を分散性染料で染色する際，ウールへの汚染を防止する良いキャリヤー

が未だ発見されないからである。多くの場合，スラッビッグ或はバラ毛として

両繊維を別々に染色している。肖る種の理由からして上記の手順をとり得ない

場合は，ポリエステル繊維を分散性染料でキャリヤーtを加えて丁丁してから汚

染したウールを殆んど申性で染まる含金属錯塩型染料でトッヒ。ングする方法

がある。

　染色法　②

　高温染色には2通りの式がある。その一つは高温高圧で浸染する所謂湿式法

と染料液をパッドして乾熱処理で染料を吸収させる乾熱法とがある。

　（a）湿式法

　湿式法によれば淡色，濃色いずれの染色においても満足した堅牢度が得られ

る。この染色には加圧高温染色の機械設備が必要である。染色操作は予め30～

40。Cに温めた染浴中に完全に分散した所要量の染液を加えて後1000Cに昇温

し，この温度で10min操作して徐々に115～125。Cに昇温し更に，この温度

で1．5hr染色を行なう。この場合染浴には初めから硫酸を加えてPH4～6の

弱酸性に調整しておくようにする。染色後は染浴の温度を必ず60。Cまで放冷

し，水洗並に洗條は機内で行う。高温染色は硫酸と1g／ノ硫酸アンモニアを加

える干割がある。

　染色機械については繊維状態の種々の型に応じた加庄高温染色装置が国産で

みられる。

　　　　　　　　　　　　　　　一97一
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　（b）乾熱染色法

　サーモゾル染色法はアメリカ　DUpont社の特許によるもので，染料の固着

と滲透を乾熱によって行なう独特な連続染色法である。これは適当な分散剤（非

イオン界面活性剤）と糊料例えばC，M，C，アルギン酸ソーダを配合した染料液

をパッドし，乾燥してから高温乾熱処理によって，染料を繊維内に拡散させる

方法である。一般に次の様な順で染色する。

　a．十分に均一に分散して染料液のパッドを仕立てる。

　b．布は精練後，プレセットしたものが仕上セットでの幅出しが楽になる。

　c．乾燥，特に染料のマイグレーションを起きない乾燥方式をとる必要があ

　　　る。

　d．熱処理，200～220。Cで1～1．5min行なう。

　e．水洗，必要があればソービングおよび前記の還元洗浄工程を入れる。

　f．仕上セット

　　　　　　　　　　　Thetmesoi　Process

Dry　oM　Heot　Se奪簡g

Podde‘

^．　　＿二＿　一

　Wosトer
|8　8　　＼一　一一　一　一 順　一　一　一　一

翻欄醐蔽 易 易＿“＿＿“＿＿＿＿＿＿〃。＿。〃．
一　　　　　　　　　解／ノZ伽〆”　　　　／∠Z∠！〆！／／／／！ノ∠∠∠

　サーモゾール法による染色性

　まず，分散性染料の濃厚分散液を布上にパッドするもので，Xg分散性染料，

50g／1ポリビニールアルコールから成る染浴を50。Cに加温し，2～3本ロー

ルパッダーで50％に絞りバッジングを行なう。これを完全に乾してのち，180

～220。Cで1～1．5min熱固定を行なう。この間に染料は急速にかつ完全に繊維

中に移動し滲透して染着する。この染色状態を時間的にみると，

　（1）10Sec繊維の周囲だけ染まる。

　②20〃　繊維の中心が染まらない。
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　（3）30〃　繊維全体が一様に染まるが多少うすい。

　（4）60〃　繊維全体が相当濃く染まる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i）
　最後に40。Cで洗浄，ソービングを行ない，未固定染料

と糊料を除去する。熱固定機は従来の熱固定や樹脂加工

用乾熱装置が利用されている。

　サーモゾール染法は従来の水相パッド染色に比べ・キ　　（2）

ヤリヤーを必要としない，ヒートセットと染色が同時に

できる，染色性はプレヒートセットに影響されない。染

色堅牢度が良いなどの特徴が挙げられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　最：近ポリエステル繊維65％，コットン35％の混紡品は

特に消費者の需要を高め，この複合品の連続染色法とし

てサーモゾール法が適用されている。この場合ポリエス

テル繊維は分散性染料を，セルロ・一ス繊維には反応性染　　（4）

料，アゾイック染料，建染々料および硫化染料などが用

いられる。この他2，3の染法がある。すなわち，

　流動床（fluid　bed）染法，

ある。Britsh　Rayon社のAudasの発明によるもので，

○
◎
㊧

　　　　　　　　　　　　この染法は流動する砂によって加熱を行なうもので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テリレン布を分散性

染料液のバッジングしてのち，余分の染料液を搾ってから，電気加熱の第1流動

二二を通す，この床の温度は約200。Cであり，床中の加熱時間は軽量布のと

きは約109・　ee，重いものはこれより時間を増すが凡そ20Seeで十分である。床を

出た布は振動によって付着した流動用粒子をソービング，水洗によって除き洗

浄後，第2の流動床申約150。Cで乾燥を行なう。この場合添加する助剤とし

ては，グリセリン，トリアセチン，トリエタノールアミンなどが用いられる。

　エマルジョンパッド法，サーモゾール法においてバッジング浴としW／0型

エマルジョンを用いるものである。油相は沸点120～180。Cの脂肪族炭化水素

たとえばホワイトスピリットを，乳化剤としてはエチレンオキシード，脂肪酸

　　　　　　　　　　　　　　　一一　95　一
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アミド，或はナプテン酸塩などが用いられる。なお，Vapaco1法（1．C．1社）

は高温染色法ではないが，有機溶剤の蒸気中で連続染色を行なうものである。

なお，融解金属法，ホットオイル法などが以前に発表きれている。

7．　む　す　び

　ポリエステル繊維の淡色染めは容易であるが，染色中高温度を必要とする関

係上，フィラメント織物のジッガー染色，スパンヤr・一・ンによる織物，メリヤス

のウインス染色は，完全に密閉されなければならない。

　アゾイック（ナフト…ル）染色については研究も進み実用化している。その他

微粒子状分散型建染々料，酸化染料の応用もできるが，今後の研究に侯つも．の

がある。この繊維はなお染色性の改良その他IC研究されつつあるので，個々の

ケースについては触れぬが，目下のところ，Thermosol　Processと高温染色の

利用が増し，同時にCarrier　Dyeingも織物，メリヤスに盛んに実施されつつ

ある。最近ポリエステル繊維に対する関心が再び高まっているのでここに一，

二の資料を参考までに述べた。
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